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１．研究計画の概要 
（１）本研究の目的 
 本研究は、継続中の保険契約に適用される
保険約款の内容を変更する根拠、変更要件、
変更内容の規制、および変更手続の実効性の
確保について研究することを目的とするも
のである。  
（２）本研究において明らかにされること 
 本研究においては、既契約の継続維持のた
めに必要不可欠な約款変更の具体例、給付と
反対給付との均衡性維持を考慮した場合の
約款変更要件、適正な内容変更に必要な手段、
変更の迅速性が求められる根拠、現行法の限
界、および立法の必要性が明らかにされるこ
とになる。 
（３）本研究の特色 
 本研究は、内容規制を受けた保険約款を迅
速かつ適正に変更する必要性を研究するも
のであり、支払事由に関する保険約款の変更
を通して、保険料の引き上げを回避するしく
みを探求するものであり、またドイツ法との
比較法研究を通して実効性の確保を検討す
るものであり、さらには消費者団体訴訟に保
険約款の一部無効の場合や立法による保険
約款の変更への対応が考察されるものであ
ることにその特色がある。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）既契約の保険約款の変更根拠 
 ドイツの連邦通常裁判所 2005 年 10 月 12
日判決及びその影響を受けて改正されたド
イツ新保険契約法 164 条、169 条を研究する
ことにより、既契約の継続維持のために必要
な約款変更の理論的根拠及び立法による解
決の方向性を検証し、公表した。 

（２）既契約の保険約款の変更要件 
 既契約の保険約款の変更根拠に関するド
イツの判例、立法の研究をさらに発展させ、
日本の保険法立法においても最重要課題の
一つであった、既契約の解約返戻金の約款の
問題点およびその変更のために必要な要件
を検証し、立法案を公表した。 
（３）既契約の保険約款の変更手続 
 日本の現行約款の問題点を具体的に検証
し、すでに保険契約法において迅速かつ適正
な既契約約款の変更手続が定められている
ドイツ法の事例との比較検証を行うことに
より、日本法に必要な変更手続制度の方向性
を明らかにし、公表した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

解約返戻金の約款の検証を通して、既契約
の保険約款の変更根拠、変更要件、変更手続
に関する現行法の問題点および立法の必要
性に関する研究を行うことができたが、法改
正に伴う既契約保険約款変更の検証が今後
の研究課題として残された。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 2009 年 1 月 1 日からドイツの新保険契約
法が既契約にも適用されることに伴う、既契
約保険約款変更の方法、変更内容および変更
手続に関する判例・学説を研究することによ
り、日本の保険法施行後、消費者契約法の団
体訴訟による内容規制も視野に入れた既契
約の保険約款変更内容およびその実効性確
保のための立法に関する研究を実施する。 
 



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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